
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

二
月
二
十
日
（
木
）
第
八
三
九
回 

◇
・
講
師 

田
島 

勝
義 

 

新
座
・
志
木
倫
理
法
人
会 

専
任
幹
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ
ッ
ド
モ
ク 

代
表 

◇
・
テ
ー
マ 

「
熱
き
思
い
」 

 
 

 

子
供
の
頃
か
ら
野
球
少
年
で
し
た
。
高
校
は
自
分
の
希
望
で
埼
玉
県 

か
ら
野
球
の
名
門
で
あ
る
沖
縄
の
「
私
立
興
南
高
校
」
に
入
学
し
野
球 

漬
け
の
高
校
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
士
舘
大
学
に
進
学 

し
、
家
業
の
木
材
店
を
継
ぐ
た
め
経
済
学
部
を
選
択
し
学
び
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

卒
業
と
同
時
に
家
業
の
田
島
木
材
に
入
社
し
ま
し
た
。
父
親
が
社
長
の 

 
 

 
 

 
 

 

木
材
会
社
は
経
営
難
の
中
、
立
て
直
し
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、
力
及
ば 

 
 

 
 

 
 

ず
、
平
成
二
十
二
年
破
産
し
、
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
厳
し
い 

 
 

 
 

 
 

 

借
金
の
取
り
立
て
な
ど
辛
い
時
期
に
倫
理
法
人
会
と
出
会
い
、
入
会
。 

 
 

 
 

 
 

個
人
事
業
「
ウ
ッ
ド
モ
ク
」
を
起
ち
上
げ
、
木
の
良
さ 

 
 

 
 

 
 

に
着
目
し
た
数
々
の
商
品
開
発
で
「
東
九
邇
宮
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

褒
賞
」
を
平
成
二
十
三
年
、
二
十
五
年
の
二
度
受
賞
す 

 
 

 
 

 
 

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
倫
理
の
「
苦
難
福
門
」
と 

 
 

 
 

 
 

野
球
部
で
培
っ
た
精
神
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相
川 

哲
也 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

二
月
二
十
七
日(

木
）
第
八
四
十
回 

◇
・
講
師 

棚
橋 

正
光 

 

東
京
都
倫
理
法
人
会 

普
及
拡
大
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ク 

参
事 

◇
・
テ
ー
マ 

「
二
宮
尊
徳
に
学
ぶ
倫
理
実
践
」 

  

北
海
道
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
市
の
酪
農
家
に
生
ま
れ
十
八
歳 

で
上
京
。
大
学
を
卒
業
後
「
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
」
に
就
職
、
定
年
退
職 

ま
で
勤
め
あ
げ
た
実
直
な
人
柄
で
す
。
二
宮
尊
徳
を
尊
敬
し
、
そ
の 

生
い
立
ち
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
農
家
で
の
苦
労
話
の
中
で
「
万
人 

幸
福
の
栞
」
十
一
条
に
あ
る
「
た
ら
い
の
水
」
の
話
か
ら
、
少
年
期
に 

薪
を
集
め
て
お
金
を
生
み
出
し
、
の
ち
に
日
本
初
の
銀
行
を
設
立
、 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
先
だ
ち
、
世
界
で
最
初
に
銀
行
を
作
っ
た
人
で
あ
る 

 
 

 
 

 
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
の
生
き
方
、 

 
 

 
 

 
 

全
て
を
尊
敬
し
、
熱
弁
で
語
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は 

 
 

 
 

 
 

日
本
の
中
心
、
東
京
都
の
普
及
拡
大
委
員
長
で
あ
る
と 

 
 

 
 

 
 

感
動
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
井 

義
臣 

記 
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二
月
六
日(

木
）
第
八
三
七
回 

◇
・
講
師 

東
納 

英
一 

（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
株
）
東
納
本
店 

代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ 

「
答
え
は
す
べ
て
、
あ
な
た
の
中
に
」 

  
目
が
覚
め
た
時
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。
自
分
が
生
ま
れ
て
明
日
は 

何
回
目
の
目
覚
め
か
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
震
災
で
た
く
さ
ん
の
方
が 

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
誰
が
予
想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
親
の
存
在
を 

意
識
し
て
自
分
の
生
き
様
を
強
く
す
る
た
め
、
心
の
鏡
を
磨
き
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ょ
う
。
自
分
の
鏡
が
曇
る
と
謙
虚
に
学
ぶ
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
く 

ら
調
子
が
い
い
時
で
も
明
日
は
何
が
起
こ
る
か
分
ら
な
い
世
の
中
で
す
。 

常
に
心
の
鏡
を
磨
い
て
い
な
い
と
苦
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 
 

 
 

 
 

 
 

 

苦
難
は
自
分
に
対
し
て
起
き
る
の
で
す
。
全
て
を
受
け 

 
 

 
 

 
 

入
れ
ら
れ
る
事
（
受
容
）
が
大
事
で
す
。
ど
ん
な
ト
ラ 

 
 

 
 

 
 

ブ
ル
が
起
き
て
も
自
分
の
中
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

逃
げ
な
い
で
素
直
に
詫
び
れ
ば
答
え
は
見
つ
か
り
ま
す
。 

 

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
沢 

威 

記 
 

 
 

  
 

二
月
十
三
日
（
木
）
第
八
三
八
回 

◇
・
講
師 

五
味 

り
か 

 
 

 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

広
報
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ク
セ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
い
た
ま
新
都
心
（
株
）
代
表 

◇
・
テ
ー
マ 

「
広
報
は
気
づ
き
の
宝
庫
」  

  

平
成
十
九
年
七
月
に
さ
い
た
ま
中
央
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
ま
し
た
。 

昨
年
九
月
に
埼
玉
県
倫
理
法
人
会
広
報
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。 

「
常
に
周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
お
役
に
た
た
せ
て
い
た
だ
き
自
分
を 

高
め
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
お
役
を
お
受
け
し
ま 

し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
倫
理
法
人
会
設
立
三
十
周
年
に
あ
た
り
、
記
念 

誌
作
成
を
手
掛
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
す
。
記
念
誌
が
出
来
上
が
る
ま
で
何
を
し
て
い
い
の
か
さ
え
わ
か
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
せ
ん
で
し
た
が
多
く
の
方
の
お
力
を
借
り
て
完
成 

 
 

 
 

 
 

 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
お
付
き
合
い 
 

 
 

 
 

 
 

程
度
に
入
会
し
た
倫
理
法
人
会
で
し
た
が
、
こ
ん
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
勉
強
に
な
る
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
え
て 

 
 

 
 

 
 

 

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
岡 

明
夫 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


